
東南アジアに住む預言者一族

各界で活躍するサイイドたち

　新井和広（慶應義塾大学商学部准教授）

　マレーシアの主要な宗教といえばイスラムである。
その預言者であるムハンマドの子孫がマレーシアに住
んでいる。そう聞くと当たり前のように思われるかも
しれないが、彼らの多くは19世紀から20世紀中頃ま
でに、南アラビアのハドラマウト地方（現イエメン共
和国）から東南アジア島しょ部に移住してきた人びと
の子孫である。預言者一族はエジプトやイラク、シリ
ア、イランなど、中東の主要な地域にもたくさん住ん
でいるのに、東南アジアに移住してきたのが、普段は
名前も聞かないような地方出身者であるのは面白い。
　彼らは東南アジアでは「サイイド」と呼ばれている。
マレーシアやシンガポールで名前の最初に「Syed」と
いう単語がついていれば預言者一族だと考えていい。
同じ一族の人々はインドネシアにも住んでおり、親戚
同士で国をまたいで暮らしていることもめずらしくは
ない。また、ハドラマウトからインドネシアに来て、
そこからマレーシアに移住したり、その逆の移動をし
たりすることも普通に行われている。
　預言者ムハンマドはアラブだったので、東南アジア
に住んでいるサイイドもアラブということになる。し
かし、現在では最初の移民から数世代を経ているので、
ほとんどはマレー人、ジャワ人、ブギス人、華人、イ
ンド系など、東南アジア在住者との混血である。第二
次大戦前の東南アジアには日本人も大勢住んでいたの
で、日本の血が混じっている人もいる。一見華人とマ
レー人の混血だろうという姿をした人が「私は預言者
の子孫だ」と言ったとしても驚くにはあたらない。そ

れに彼らのほとんどは生まれも育ちも東南アジアで、
居住地の国籍を持っている。父祖の故郷であるハドラ
マウトを訪れたことがない人もたくさんいる。
　彼らがどの程度「アラブ」というアイデンティティ
を持っているのかは分からない。しかし、国民国家と
いう枠組みを考えた場合、アラブであることを強調す
ることは外来の人間であることを宣言するのに等しい
という微妙な問題がある。確かなことは、サイイドは
マレーシア社会のいたるところで活躍しているという
ことである。上を見れば、プルリスのラジャはサイイ
ドのジャマルッライル家であるし、1999年から2008
年までマレーシアの外務大臣を務めたハーミド・アル
バール氏もサイイドである。お隣のインドネシアでも、
1990年代から2000年代にかけて、アリー・アラタス、
アルウィ・シハーブとサイイドの外務大臣が２人続い
た。そのほかにも学者や実業家など、アラブ系が活躍
している分野は広い。フォーブス誌が行っている世界
長者番付で、マレーシア第７位のサイイド・ムフター
ル・アルブハーリー（Syed Mokhtar AlBukhary）氏も
サイイドである。
　しかし、預言者一族であることが最も意味を持つの
は宗教界においてであろう。サイイドたちは東南アジ
ア各地でモスクや宗教学校を建てたりして、宗教活動
の振興に務めた。過去にはジョホール王国で大ムフテ
ィー（イスラム法に基づいて様々な問題に対して法的
見解を出す人）をしていた人物もいるし、ジャワ島や
シンガポールではサイイドの聖者の墓が参詣者を集め
ている。
　もし、取引先で受け取った名刺に「Syed」と書かれ
ていたら、「預言者ムハンマドの子孫ですか？」と訊い
てみると話がはずむかもしれない。
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